
「学生」×「地域」カフェ」 

「福井県と三重県との若者交流事業」について 

三重県戦略企画部企画課 

 

１ 「福井県と三重県との若者交流事業」について 

  ふるさと知事ネットワークでは、三重県を含む地勢の異なる地方の１３県が「ローカ

ル・アンド・ローカル」の発想で人や地域の新しいネットワークをつくり、地方自治の

新しいモデルをつくるための活動を行っています。 

  今回、本ネットワークに参加する福井県と三重県との共同事業として、地域づくりに

取り組む両県の若者グループが日頃の活動について意見交換等を行うことで関係を深め

ていただくことを目的に交流事業を開催しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 交流の概要 

 

＜９月６日（土）＞ 

■敦賀市において、空き家の利活用ワークショップを実施  

 

・空き家利活用したモデルハウス「朱種」において、ワークショップを実施しました。 

 

○北山大志郎氏から自らの空き家マッチングの活動や空き家利活用のモデルハウス「朱種」

について紹介いただきました。 

 

※「福井県と三重県との若者交流事業」 

 日時：平成 26 年 9 月 6 日（土）～7 日（日） 

 場所：福井県敦賀市、鯖江市等 

 主催者：福井県、三重県 

 参加者：両県の若者グループ ９月６日（土）三重県 18 人、福井県 13 人 

               ９月７日（日）三重県 18 人、福井県 18 人 





＜９/７（日）＞ 参加者（三重県１８名、福井県１８名、） 

 

■商店街学生活動拠点「らてんぽ」を見学しました【8：45～9：10】 

 

○商店街の活性化に関する取組についての説明を伺いました。 

・以前、この商店街にはスーパーがあり、食料品などを購入す   

る客など多くの人通りがあったが、そのスーパーがなくなり、

人が来なくなった。 

・地元の人、特にお年寄りが食料品を買う場所、食事をする場

所が無くなり困っていた。そのような声を聞いて、ここで食料

品を扱うようになった。 

・「らてんぽ」は学生の活動拠点として若者が集まっていろいろ

な活動をするなど、少しずつ人も集まり、賑わうようになった。 

 

■質問力を磨く 聞く訊く聴くワークショップを開催しました 

【9：30～12：00】鯖江公民館 

 

○地域活動をしている団体が活動発表を行いました。 

 

【活動発表者】 

◆学生団体ｗｉｔｈ 

・鯖江市内の商店街活性化に取り組んでいる学   

生団体 

 ・鯖江市中心市街地の商店街の空き店舗を活用 

した学生連携拠点施設「らてんぽ」を運営した  

り、全国の学生が鯖江に集まり、よりよい市に 

するための事業を考える「鯖江市地域活性化プ 

ランコンテスト」の実行委員会のメンバーとし 

て活動している。 

 

◆ＴＳＵＧＩ 

 ・鯖江市河和田地区において、アートを通した地域づくりに取り組んでいた県外の大学

生たちが、卒業後もそのまま河和田地区に就職、移住し、街を盛り上げようと、平成

２５年に結成した若者集団 

・期間限定のカフェの運営、ワークショップやトークイベントの開催、ウェブマガジン

の編集などを通して、福井の伝統技術の奥深さ、産地の魅力を知ってもらえるよう活

動している。 

 

◆「あぜみち」 

 ・「遊びゴゴロを持って」「漸進的に」「みんなと」「地域活性」を目標とし、福井県の越




